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事業者公募の概要について 

 

１ 公募の概要 

OUR Project（生活・文化拠点再整備事業）（以下「本事業」という。）で

は、民間事業者のアイデア、ノウハウを施設の運営や設計等に反映すること

を目的に、市とともに、管理・運営計画を策定した上で供用開始後の管理・

運営を担う主体となる事業者（以下「管理・運営予定者」という。）と、管

理・運営計画に基づき基本設計を担う事業者（以下「基本設計者」という。）

を、それぞれ先行して選定します。 

なお、既存施設の解体工事を担う事業者と、実施設計及び建設工事を担う

事業者については、令和８年度以降に選定することを予定しています。 

 

【事業スケジュール（想定）】 

 

 

２ 業務内容 

（１） 管理・運営計画策定業務 

供用開始後の管理・運営を見据え、基本構想で示した基本理念等に基づき、

マスタープランのビジョン、コンテンツを具現化するために、どのような管

理・運営を行うかを整理した管理・運営計画を策定します。 

 

（２） 基本設計業務 

施設整備に向け、管理・運営予定者が策定する管理・運営計画に基づき、
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どのような機能、設備を備えた施設を整備するかを検討します。 

 

なお、管理・運営予定者及び基本設計者に対しては、業務実施にあたって

相互に連携することのほか、市とともに、市民参画や気運醸成のための企画

等の実施に取り組むことを求めます。 

また、次に示す、「供用開始後の管理・運営に係る基準額」及び「実施設計

及び建設工事（既存施設の解体工事を含む。）に係る上限額」に基づき、事

業費の上振れを抑制しながら、管理・運営計画及び基本設計に中長期的な経

営視点を反映していきます。 

 

⚫ 供用開始後の管理・運営に係る基準額 

複合化する施設（機能）における、現在の管理・運営費及び施設使用

料等収入に基づき算出した金額を基準額として検討を進めます。 

なお、基準額は、供用開始後に本市が負担する実質負担額を示すもの

であり、具体的な収支計画の見込みについては、管理・運営計画を策定

する中で検討します。 

 

 

⚫ 実施設計及び建設工事（既存施設の解体工事を含む。）に係る上限額 

複合化する施設（機能）の既存面積の合計から算出した金額を上限額

として検討を進めます。 

 

建設工事等（解体工事含む。） 約 179.8億円 

実施設計 約 9.0億円 

実施設計及び建設工事（既存施設の解体工事を含

む。）に係る上限額 
※ 約 188.8億円 

※資料１で示した事業費の見込み約１９８億円のうち、管理・運営計画

策定、基本設計、工事監理等に係る費用を除いた金額となります。 

  

（歳出）複合化する既存施設（機能）の管理・運営費 約 6.8億円/年 

（歳入） 

複合化する既存施設 

（機能）の使用料等収入 

約 0.8億円/年 

管理・運営に係る基準額 

（歳出）－（歳入） 

約 6.0億円/年 
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３ 選定の方式 

管理・運営計画策定業務及び基本設計業務は、高度かつ専門的な技術力、

企画力、提案力等が要求される業務であるため、「公募型プロポーザル方式」

を採用し、応募者には、既存にとらわれない、本事業のビジョンの実現につ

ながる提案を求めます。 

 

４ 審査及び選定 

事業者選定にあたっては、市職員及び学識経験者で構成する審査選定委員

会を設置し、応募者から提出される書類のほか、プレゼンテーション等を実

施することにより、事業者の適性及び能力について審査します。 

本市は、この審査において選定された最優秀提案及び評価結果を踏まえ、

優先交渉権者及び次点交渉権者を決定します。 

 

（１） 審査・選定の流れ 

審査選定フロー（想定）に基づき、審査選定委員会及び事務局において審

査を行い、評価点の合計が最も高い応募者を優先交渉権者とし、評価点の合

計が２番目に高い応募者を次点交渉権者として決定します。 

なお、本公募型プロポーザルの実施にあたっては、選定プロセスの見える

化を図るため、応募者から提出される提案概要の公表や二次審査における公

開型のプレゼンテーション機会の導入を検討します。 

 

【審査選定フロー（想定）】 
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（２） 提案審査に係る主な項目（想定） 

提案審査においては、「業務実施方針」、「スケジュール・進め方」、「実施

体制等」の基本的な項目のほか、次のとおり、業務実施にあたって重要とな

る主な項目について審査します。 

今後、審査選定委員会を設置し、当該委員会において各項目及び評価の視

点を精査し、配点等を含めて最終的に決定します。 

 

ア 管理・運営計画策定業務 

項目 内容 

管理・運営の統括 

・ 多岐にわたる公共施設の機能集約・複合化のメリットを

最大化させるための、効率的な施設運営及び維持管理に

関する方法について提案されているか。 

コンテンツ 

・ マスタープランに記載されたコンテンツ、その他必要に

応じて新規に提案するコンテンツのあり方、市との役割

分担、連携や融合に関する方法について提案されている

か。 

市民参画 

・ 市民のやりたいことを実現するための市民参画プラッ

トフォームのあり方、管理・運営予定者が実施する市民

参画プラットフォームを活用した取組について提案さ

れているか。 

エリアのマネジメ

ント 

・ 公園やオープンスペースをはじめとした公共空間の積

極的な活用に関するエリアのマネジメントについて提

案されているか。 

収益性の向上と効

果 

・ 収益施設の設置・運営、収益事業、その他マネタイズの

実現に向けた、マーケティングの方策、土地（公共空間

を含む。）活用に関する考え方について提案されている

か。 
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イ 基本設計業務 

項目 内容 

設計対話 
・ 実施方法（設計へのフィードバックの視点を含む。）に

ついて提案されているか。 

施設整備の考え方 

・ シンプルかつベーシックな施設のあり方、それを実現す

るための設計上の考え方について提案されているか。 

・ 将来にわたって市民のやりたいことが変化していくこ

とを想定し、新しいニーズに対応するために必要な設計

上の考え方について提案されているか。 

機能の融合 

・ シームレスな空間の実現、機能間の連携等の観点から、

多様な機能の複合化をどのように実現するかについて

提案されているか。 

ランドスケープ・

その他配慮事項 

・ アーバンデザインガイドライン（基本編）の内容を踏ま

え、生活・文化拠点のポテンシャルや魅力的なランドス

ケープのあり方について提案されているか。 

 

５ 公募のスケジュール（予定） 

（１） 管理・運営計画策定業務 

令和７年２月中旬 公募要領等の公表 

５月中旬 一次審査（書類審査） 

６月上旬 二次審査（プレゼンテーション） 

６月下旬 優先交渉権者の決定 

 

（２） 基本設計業務 

令和７年２月中旬 公募要領等の公表 

５月下旬 一次審査（書類審査） 

６月下旬 二次審査（プレゼンテーション） 

７月上旬 優先交渉権者の決定 

 

 

以 上 


